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あとがき

あ
と
が
き

ル
タ
ー
研
究
所
の
紀
要
『
ル
タ
ー
研
究
』
第
一
六
巻
を
お
届
け
す
る
（
宗
教
改
革
五
百
年
を
機
に
五
冊
の
別
冊
を
刊
行
し
ま
し
た

が
、
別
冊
１
号
を
通
巻
第
一
一
巻
と
し
て
数
え
、
別
冊
５
号
を
『
ル
タ
ー
研
究
』
第
十
五
巻
と
し
ま
し
た
）。

昨
一
二
月
、
日
本
聖
書
協
会
よ
り
三
一
年
ぶ
り
に
「
聖
書
」
の
新
し
い
翻
訳
が
出
版
さ
れ
た
（
日
本
聖
書
協
会
共
同
訳
）。「
聖

書
」
は
キ
リ
ス
ト
教
の
正カ
ノ
ン典
（
土
台
・
基
準
）
で
あ
り
、
わ
け
て
も
ル
タ
ー
神
学
の
一
大
標
語
は
「
聖
書
の
み
（sola 

scriptura

）」
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
今
年
二
〇
一
九
年
五
月
に
開
か
れ
た
研
究
所
主
催
の
「
牧
師
の
た
め
の
ル
タ
ー
・
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
そ
の
主
題
を
「
ル
タ
ー
と
聖
書
」
と
定
め
て
諸
講
義
が
行
わ
れ
た
。
本
巻
に
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
各
講
義
を
改

め
て
論
文
化
し
掲
載
し
た
（
宮
本
、
立
山
、
高
井
、
高
村
、
江
口
、
多
田
、
石
居
の
各
論
文
）。
し
た
が
っ
て
本
巻
は
、「
ル
タ
ー
と

聖
書
」
特
集
号
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

ま
た
、
昨
年
（
二
〇
一
八
年
）
の
「
牧
師
の
た
め
の
ル
タ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
末
竹
十
大
、
伊
藤
節
彦
、
加
藤
拓
未
の
各
先
生

に
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
講
義
も
収
録
し
た
。
更
に
昨
二
〇
一
八
年
一
一
月
、
大
森
教
会
で
開
か
れ
た
研
究
所
の

秋
の
講
演
会
で
は
、
小
田
部
進
一
先
生
に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
講
演
も
収
録
し
た
。
講
義
・
講
演
を
論
文
化
し
て
い
た

だ
き
、
掲
載
で
き
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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ル
タ
ー
研
究
所
の
目
的
は
、
ル
タ
ー
を
め
ぐ
る
教
育
啓
蒙
、
そ
し
て
研
究
活
動
で
あ
る
が
、
こ
の
紀
要
『
ル
タ
ー
研
究
』
は
一
年

間
の
研
究
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。
今
後
も
ル
タ
ー
神
学
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
一
〇
月

ル
タ
ー
研
究
所
所
長　

江
口　

再
起　


